
努力事項解説 その２ （小学校音楽）

「児童が、音楽を形づくっている要素を聴き取り、

音楽のよさや美しさと結び付けて感じ取ることができるような

授業の展開を構想する。」の実践のポイントを考えていきます。

今回は６年生の「物語と音楽」のポイントです。

○ 第６学年 題材「物語の音楽」の場合

この題材では、高学年の学習内容の

Ａ表現「（３）音楽づくりの活動を通して、次の事項を指導する。」の、

「イ 音を音楽に構成する過程を大切にしながら、音楽の仕組みを生かし、見通しをも

って音楽を作ること。」及び

Ｂ鑑賞「（１）鑑賞の活動を通して、次の事項を指導する。」の、

「イ 音楽を形づくっている要素のかかわり合いを感じ取り、楽曲の構造を理解して聴く

こと。」

を、共通事項の

「旋律」「強弱」「速度」「音色」「反復・変化」「音楽の縦と横の関係」と関連させて指

導するようになります。

（１）『交響組曲「シェエラザード」から第1楽章「海とシンドバットの船』のポイント

ここでは、「シャーリアール王や、シェエラザード、波、海、船を表した部分の音楽を形づ

くっている要素（旋律、強弱、速度、音色、反復・変化、音楽の縦と横の関係等）のかか

わり合いを感じ取り、楽曲の構成を理解して聴くこと。

をねらいとしています。このねらいを達成するには、次のような方法が考えられます。

『ポイント その１』 ～ イメージと音楽の要素を関連付けて聴かせましょう ～

人や風景などを音楽で表す場合、直接、人や風景を音楽にすることはできません。表した

い人や風景のイメージを音楽にします。「海とシンドバッドの船」の場合で考えてみましょう。

具体的には、

① シャーリアール王 → 妃を迎えても翌日には処刑 → 残虐、冷酷 → 怖い

シェエラザード → おもしろい話を次々と話す不思議な力 → 不思議、妖しい

この、怖さ、不思議さ・怪しさ を音楽で表します。

② 「怖さ」を音楽で表すには？ → 音楽の要素で表します

音色 → 暗い音色

強弱 → 強い、大きい音（※弱い音でも不気味な感じを出すことはできます。）

旋律 → 旋律線の下降

速度 → 遅い

③ 実際の「シャーリアール王のテーマ」は次のようになっています。

音色 → クラリネット、ファゴット、トロンボーン、弦楽器がオクターブ違いで同じ



次回は、６年生の実践のポイントの続きの「物語と音楽（シェエラ

ザードのテーマの分析」について考えていきます。８月３０日（金）

頃アップする予定です。

音（ユニゾンといいます。）を低音を中心に演奏しており、重々しい重厚な音

色になっています。

強弱 → 楽譜に付けられている強弱記号は、フォルテッシモです。「とても強く」と

いう意味です。また、弦楽器群には、「pesante」という「重々しく演奏する」

という記号も付されています。

旋律 → 低い音、そして二分音符や四分音符を使い旋律の動きは少なく、全体に下

降していくことで、重々しさや不気味さが増していきます。

速度 → Largo e maestoso ２分音符=48 と記されています。これは、速度標

語の中では、かなり遅いテンポの指定です。

④ 実際の指導場面では、このように働きかけてみましょう。

Ｔ シャーリアール王を表した旋律を聴きましたが、妃を迎えても殺してしまうという恐ろ

しい王様という感じが出ていると思いましたか？

Ｃ１ はい、そんな感じに聴こえました。

Ｃ２ 僕も、不気味な感じがしたと思います。

Ｔ では、どうしてそのように聴こえると思いますか？

ヒントを出しましょう。シャーリアール王のテーマは、大きい音でしたか、小さい音でし

たか？

Ｃ３ びっくりするくらい大きい音でした。不気味で怖いような感じがしたのは、音が大き

くて、ずーんと迫ってくる感じだったからだと思います。

Ｃ４ とても大きな音でした。大きくて低い音だから怖い感じがしたんじゃないかと思いま

した。

Ｔ そうですね。さて、今Ｃ４さんからいい意見が出ました。音の高さはどうでしょう？

小鳥の鳴き声のような高い音はきこえましたか？

Ｃ５ いいえ、高い音は全然きこえませんでした。おなかに響くような低い音ばかりでし

た。だから、恐ろしいような感じがしたんですね。

Ｃ６ 僕もＣ４さんと同じ意見です。大きくて低い音だから、怖い、恐ろしい感じがしたん

だと思います。

このように、先生がヒントを出しながら、また、該当の部分だけを繰り返し聴かせながら、

音楽の要素と結び付けて音楽の要素の組合せが、「恐ろしい」とか、「不思議」という気分や

イメージを作っていると言うことに気付かせましょう。

分量が多くなってしまいましたので、シェエラザードのテーマの解説、及び、この題材の音

楽づくりの内容については、次回にしたいと思います。


